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令和２年第３回 

美唄市議会定例会会議録 

令和２年９月４日（金曜日） 

午前１０時００分 開会 

 

◎議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

   

◎出席議員（１４名） 

  議 長  金 子 義 彦 君 

  副議長  桜 井 龍 雄 君 

   １番  伊 藤 真 久 君 

２番  森   明 人 君 

３番  齋 藤 久美夫 君 

４番  山 上 他美夫 君 

   ５番  山 崎 一 広 君 

   ６番  川 上 美 樹 君 

７番  楠   徹 也 君 

８番  松 山 教 宗 君 

９番  本 郷 幸 治 君 

   10番  紫 藤 政 則 君 

   12番  谷 村 知 重 君 

       13番  小 関 勝 教 君 

 

◎出席説明員 

市     長  板 東 知 文 君 

副  市  長  市 川 厚 記 君 

 総 務 部 長  猪 谷 憲 恭 君 

市 民 部 長  松 田 公 史 君 

 保健福祉部長  高 橋 英 雄 君 

経 済 部 長  東   貴 弘 君 

 都市整備部長  米 澤   勝 君 

 市立美唄病院事務局長  今 澤 清 隆 君 

 消  防  長  相 馬 一 司 君 

 総務部総務課長  平 野 太 一 君 

 総務部総務課長補佐  高 橋 修 也 君 

 

 教育委員会教育長  天 野 政 俊 君 

 教育委員会教育部長  阿 部 良 雄 君 

  

 選挙管理委員会委員長  高 田   豊 君 

 選挙管理委員会事務局長  日 下   聡 君 

 

 農業委員会会長  今 田 邦 彦 君 

 農業委員会事務局長  高 田 裕 二 君 

 

 監 査 委 員  後 藤 樹 人 君 

  監査事務局長  根 布 忠 幸 君 

 

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長  村 谷 昌 春 君 

 次     長  門 田 昌 之 君 

 

午前１０時００分 

●議長金子義彦君 これより、本日の会議を

開きます。 

 

●議長金子義彦君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。 

１番 伊藤真久議員 

２番 森 明人議員 

を指名いたします。 

 

●議長金子義彦君 次に日程の第２、一般質

問に入ります。 

発言通告により、順次発言を許します。 

６番川上美樹議員。 
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●６番川上美樹議員（登壇） おはようござ

います。 

令和２年第３回定例会におきまして、大綱

３点につき市長並びに教育長にお伺いをいた

します。 

大綱１点目は、福祉行政についてです。 

コロナウイルス感染拡大により高齢者が感

染した場合は重篤化するリスクが高く、本市

におきましても、多くの高齢者が感染の不安

を持ちながら毎日生活しているところであり

ます。外出を控え、仲間やご近所などとも密

を避けながらの生活には多大なストレスが続

き、鬱や認知症の発生、運動機能の低下など

で介護度も高くなってしまうケースもありま

す。今までも本市においては、高齢者に対し

て多くの施策を行い、高齢者を支えてきたと

ころと思いますが、このようなコロナ禍にお

いて閉じこもりがちになる中、工夫をしなが

ら高齢者施策の取り組みは進めていかなけれ

ばなりません。 

そこで、コロナ禍における高齢施策につい

て、次の３点につき、その現状を伺います。 

１つ目は、要介護を予防する、また、介護

度が高くなることを予防する介護予防施策に

ついてはどのようになっているのか。 

２つ目は、認知症施策についてはどうか。 

３つ目は、高齢者のための生活支援体制整

備事業についてはどのようになっているのか、

市長にお伺いたします。 

大綱２点目は、ハラスメント対策について

です。 

厚生労働省では令和２年６月１日より、労

働施策総合推進法の改正によって、パワーハ

ラスメント防止法を規定し、大企業や地方公

務員に対して施行されたところであり、中小

企業には令和４年から施行される予定となっ

ております。パワーハラスメントは職場の上

司と部下、先輩と後輩、同僚の間でも、その

地位や優位性を利用して圧力をかけ、いじめ、

嫌がらせをすることを言いますが、蹴る、突

き飛ばすなどの身体的侵害、酷い暴言による

精神的侵害、仲間外れや無視といった人間関

係からの切り離し、できそうもない多大な仕

事を与える、逆に過小な仕事を与える、また、

プライベートに過剰に踏み入ってくるといっ

た個の侵害などが主に上げられています。こ

れらのハラスメントがあるとすれば、職場環

境を害し、仕事に取り組む意欲も失くしてし

まうと思います。 

そこで、以下の２点について伺います。 

１つ目は、市役所庁内におけるさまざまな

困り事、ハラスメントへの対応についてはど

のようになっているのか。 

２つ目は、パワーハラスメント防止法への

今後の取り組みについて、どのようなお考え

があるのか、市長にお伺いいたします。 

大綱の３点目は、教育行政についてです。 

本市には特に南美唄や東美唄には多くの炭

鉱遺産が残っています。炭鉱堅坑櫓、旧栄小

学校、人民裁判の絵、美唄鉄道東明駅舎、4110

形式十輪連結タンク機関車２号があり、市内

外から多くの人が訪れ、当時の懐かしさや温

かい思い出に癒されたり、更に鉄道ファンも

訪れているところであります。 

これらの炭鉱にかかわる遺産について伺い

ます。 

１つ目として、これらの炭鉱遺産について

どう活用していこうと考えているのか。 
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２つ目として、炭鉱遺産に対する維持・管

理について、どう取り組もうとしているのか、

教育長のお考えを伺います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君（登壇） 川上議員の質問

にお答えします。 

コロナ禍の高齢者施策についてであります

が、市としましては、各事業に参加する高齢

者の皆様へ市が作成しました、地域福祉会館

を利用する事業の実施に関する新型コロナウ

イルス感染症拡大予防ガイドライン、これを

周知するとともに、消毒や清掃方法などの説

明を行い、感染拡大予防を徹底しながら様々

な活動が順次再開されるよう取り組んでいる

ところでございます。具体的に申しますと、

介護予防施策につきましては、その取り組み

の柱になっております、貯金体操自主グルー

プの活動において全グループが２月末から６

月中旬まで活動を自粛しておりましたが、感

染拡大予防を徹底しながら順次活動が再開さ

れているところでございます。まだ活動を再

開していないグループの中では、活動自粛の

長期化により、虚弱な高齢者の発生やストレ

スが多くなるなど、症状が出ている高齢者も

現れていることから、活動の再開に向けて市

の職員も参加し、話し合いを持つなど必要な

支援を行っているところでございます。 

次に、認知症施策につきましては、週１回

開催してございます、認知症カフェの運営を

３月上旬におきましては２回休止しておりま

す。これにより、利用した認知症の方やご家

族の方々の不安やストレス等の課題が生じた

ころから、市では運営を再開することといた

しました。再開にあたりましては利用人数を

制限し、密になる状況を回避するほか、消毒

や換気にも十分留意することとし、さらには、

前回の補正予算対応により、市と家族が遠隔

で介護相談を行う為のオンラインシステムの

導入や、換気強化のためのエアコン設置等の

環境整備を進めていくこととしております。 

次に、高齢者が安心して住み慣れた場所で

在宅生活を継続できるよう、住民主体の地域

づくりを行うための生活支援体制整備事業に

つきましては、町内会単位の７つのサロンの

活動や生活便利帳作成のための融資ボランテ

ィアの活動を自粛しておりましたが、６月末

から本事業の委託先であります社会福祉協議

会職員によるコーディーネート支援とともに、

各地域やボランティアの活動を再開している

ところでございます。 

次に、ハラスメント対策についてでありま

すが、はじめに庁内おける対応といたしまし

ては、服務を総括的に担当する総務課におい

て相談を受けているほか、地方公務員法第８

条の規定により、公平委員会にも苦情相談が

できることとなってございます。また、女性

管理職による女性職員の為のセクシャルハラ

スメントの相談員を配置しているほか、国の

消防庁からの要請により、美唄市消防本部に

ハラスメント相談通報窓口を設置していると

ころでございます。 

これまでの取り組みにつきましては、昨年

10月にはハラスメントについての理解を深め、

防止対策を行い、職場環境の向上を図るため、

全職員を対象とした集合研修を実施したとろ

でございます。 

次に、パワーハラスメント防止法への今後

の取り組みにつきましては、国は法律の第30
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条の２において、業務上必要かつ相当な範囲

を超えたものにより、労働者の就業環境が害

されるものと定義する一方、業務上必要かつ

相当な範囲で行われる適正な業務指示や指導

については該当しないとの認識を示しており

ます。 

また、地方公務員法第32条では、職務上の

命令に従う義務として職員はその職務を遂行

するにあたって、法令、条例、地方公共団体

の規則及び地方公共団体の機関の定める規定

に従い、かつ上司の職務上の命令に忠実に従

わなければならないと規定されており、ハラ

スメントに関しては事実関係を踏まえ、慎重

に対応していく必要があると考えております。 

このため市としましては、今回の法改正や

規則制定の趣旨を踏まえ、今後ともハラスメ

ント防止に向けて適切に対応してまいりたい

と考えております。 

●議長金子義彦君 教育長。 

●教育長天野政俊君（登壇） 川上議員の質

問にお答えいたします。 

炭鉱遺産の活用についてでありますが、は

じめに、炭鉱遺産は東美唄地区や南美唄地区

など、市内各所に点在しており、明治から昭

和にかけての郷土の歴史を現代に伝える、非

常に貴重な遺構であると考えているところで

あります。私といたしましては、これらの炭

鉱遺産の保存状態を把握し、必要な保全を図

りながら、歴史的な魅力や特色を広く発信す

る取り組みが必要であると考えております。 

具体的な取り組みといたしましては、昨年

に引き続き東明駅保存会の皆様のご協力もい

ただきながら、月一回の東明駅舎の一般公開

や見学のサポートを実施しているほか、今年

度につきましては、７月から月一回、土曜日

に炭鉱メモリアル森林公園の三菱炭鉱竪坑櫓

などについて、見学サポートを実施している

ところでございます。 

次に、炭鉱遺産の維持・管理についてであ

りますが、今年度につきましては、文化財保

全事業として、現在安田侃彫刻美術館アルテ

ピアッツァ美唄となっている旧栄小学校の校

舎と体育館の保全方法等を検討するため、点

検調査を実施しているほか、三菱美唄炭鉱竪

坑櫓を保全するために、どのような調査が必

要かを検討するため、予備調査を実施してい

るところであります。 

また年末に向け、東明駅舎と4110形式十輪

連結タンク機関車２号を保全するために、イ

ンターネット経由でご協力いただける皆様か

ら、基礎を募るため、クラウドファンディン

グの実施を進めているところであります。 

●議長金子義彦君 ６番川上美樹議員。 

●６番川上美樹議員 自席より再度質問をさ

せていただきます。 

大綱１点目のコロナ禍における高齢者施策

について伺います。 

さまざまな施策を実施してもコロナウイル

スに感染するのでは、という不安で各種施策

に足を運ばない高齢者も多くいます。そのよ

うな高齢者に対し、どのように支援をしてい

くべきなのか。また、高齢者が困り事を抱え

た場合、地域包括支援センターにまずは相談

するということについてわからない、支援を

することに結びつかない状況にあるケースが

まだ多いと思いますが、地域包括支援センタ

ーに相談し、その方に合った支援に結びつけ

ていく、どこに相談したらいいのか、困り事
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を抱えたままにしない、悩まないで相談し、

支援を受けることが大切だと思います。その

ためにはどのような工夫をされていくべきか、

市長に改めてお伺いをいたします。 

大綱２点目のハラスメント対策について伺

います。 

確かにハラスメントか、そうでないかの線

引きは難しいものであると思います。ただ、

このような防止法が施行されたということは、

多くの事例が発生しているからこそ、未然に

防止しようという考えのもと施行されたもの

と私は思います。 

中小企業については、後１年半でこの防止

法の対象となります。中小企業への周知も

早々に取り組むべきと思います。 

また、各種ハラスメントに対応されている

との答弁をいただきましたが、パワーハラス

メント防止法が６月１日から施行されている

ことに伴い、市役所庁内においても、市とし

ての方針の明確化と周知相談報告体制の整備、

パワハラ発生時の適切な対応について、今後

さらに強化し、本市で働く民間、公務員も明

るい前向きな気持ちで職務に取り組むことが

できる環境づくりを整備すべきと思いますが

いかがでしょうか。 

特に本市の庁内においては、市民に対して

笑顔で接するために、そして本市のために力

を尽くそうとする気持ちを高める為にパワハ

ラ防止に努めるべきと思います。精神的に安

定している職場は仕事のパフォーマンスを上

げると、働き方改革の中でも言われておりま

すが、改めて市長のお考えを伺います。 

次に、大綱３点目の炭鉱遺産について伺い

ます。 

郷土史を大切にしたいという考えで、市は

郷土史料館も改修されています。私は特にゆ

～りん館をはじめ、東美唄方面には多くの人

が集まる場所があり、炭鉱に関連した遺産が

随所にあります。ただ、これらが生涯学習係、

観光振興係、都市整備係とそれぞれに担当す

る部署が異なっているため、本来は担当の係

を超えて一体となって整備を考えることが必

要だと思います。本市の資源を多くの市内外

の方々に見ていただき、訪れた方に感動の思

い出を美唄で作っていくことが大事だと思い

ます。 

特に美唄鉄道東明駅舎の保存については、

地元の方々がボランティアで必死に周辺整備

に汗を流しております。また、4110形式十輪

連結タンク機関車２号につきましても、国内

では稀有な物であり、一定の整備は必要と感

じますが、このことについて改めて教育長の

お考えを伺います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君 川上議員の質問にお答え

します。 

コロナ禍の高齢者施策についてでございま

すが、市としましては、各事業に参加してい

ない方が、いわゆる孤立や生活機能の低下を

招かないように各活動の情報を知っていただ

く為の方法としまして、地域のリーダーとと

もに考え、個人へのチラシの配布や参加して

ない方への個別訪問などの取り組みについて

助言を行うところでございます。 

次に、地域包括センターの周知でございま

す。 

これにつきましては、地域住民の身心の健

康の保持及び生活の安定のため、必要な援助
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を行うことが介護保険法の中でも定められて

おりまして、こういう事が介護保険のパンフ

レットなどにも紹介しているところでござい

ます。これまでは、高齢者やその家族の介護

が必要となった時に迷うことなく、地域包括

支援センターをご利用いただけるよう、病院

との連携強化や高齢者を支援している民生児

童委員や町内会長などの集まりで周知を努め

ているほか、さらに今年は、地域包括支援セ

ンターについて記載しております、生活便利

帳を全ての一般紙に折り込み、市民の皆さん

に広く知っていただく取り組みも行っている

ところでございます。今後も様々な機会を通

じ、地域包括支援センターの周知に努めるほ

か、地域の方々と連携をさらに深め、支援を

必要とする高齢者の方々を支える取り組みを

推進して参りたいと考えております。 

次に、ハラスメントへの対応についてでご

ざいます。 

今回の法改正や規則制定の趣旨を十分踏ま

えながら、職場環境の改善に向けまして、今

後とも適切に対応してまいりたいと考えてお

ります。 

●議長金子義彦君 教育長。 

●教育長天野政俊君 川上議員の質問にお答

えいたします。 

東明駅舎等の保全についてでありますが、

東明駅舎と4110形式十輪連結タンク機関車２

号は、鉄道ファンの間では全国的にも有名で

あり、当時の美唄を現代に伝える貴重な炭鉱

遺産であります。 

特に、動輪が10輪ある「Ｅ型」の機関車は

全国で唯一見学できる蒸気機関車であります。

これらは市の貴重な文化財であり、日本遺産

の構成文化財北海道遺産にも認められている

ため、次世代へ継承していけるよう、市関係

部局の連携を図るほか、関係団体、地元保存

会や有識者の方々のご意見やご協力をいただ

きながら、維持・保全に努めてまいります。 

●議長金子義彦君 次に移ります。 

８番松山教宗議員。 

●８番松山教宗議員（登壇） おはようござ

います。 

令和２年第３回定例会にあたり、大綱２点

について、市長並びに教育長に伺います。 

大綱１点目は、観光振興についてです。 

本市の観光振興につきましては、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大や長期化により、人

の流れや意識が大きく変わる中で、観光のあ

り方についても大きな変化が予想され、これ

までのインバウンドを中心とした観光や代表

的な観光スポットへの一極集中というスタイ

ルからソーシャルディスタンスへの配慮や新

たな生活スタイルを取り入れた観光などに対

応していくことが必要と考えます。 

今後、観光物産協会が歌舞裸まつりなどの

代替イベントとして、東明公園や我路ファミ

リー公園を会場にアウトドアイベントを企画

していることは承知しておりますが、民間の

動きでは昨年、ゴルフ５カントリー美唄コー

スにおいて、グランピングを絡めたイベント

を開催したほか、まちづくり団体ではスキー

場レストハウスを活用して、美唄の地域資源

である日本理化学のチョークやキットパスを

使ったチョークアートによる交流の場の創出

や、我路ファミリー公園キャンプ場も含めた

周辺施設の利活用について比較をしていると

お聞きしており、こうしたアウトドアと観光
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を絡めた取り組みは、新たな生活スタイルの

実践の中には有効な手法の一つとして考えま

す。 

本定例会では、新型コロナウイルス感染症

対策に伴う補正予算として、市内宿泊施設へ

の宿泊助成や美唄国設スキー場レストハウス

の改修などが提案をされていますが、新型コ

ロナウイルスの収束が見通せない状況の中で、

収束後の観光のあり方を意識した上での取り

組みが必要と考えます。 

また、美唄市観光ビジョンにおいては、美

唄市観光の目指す姿として、観光客受け入れ

環境の整備や道道美唄富良野線の令和４年度

の開通に向けて、道の駅などの新たな交流施

設の整備の促進という目標像が掲げられてお

ります。 

ここで、新型コロナウイルス収束後を見据

えた、今後の観光振興の進め方について、次

の２点についてお伺いいたします。 

１つに、新型コロナウイルス感染症による

観光への影響についてですが、新型コロナウ

イルス感染症により、本市の観光にはどのよ

うな影響があり、新型コロナウイルスの収束

に向けて宿泊助成などにより、どのような観

光振興を目指しているのか伺います。 

また、新型コロナウイルスに起因する新た

な生活スタイルにおいては、屋外で過ごすア

ウトドアを取り入れた観光が有効と考えます

が、昨年度の本市のキャンプ場利用状況と新

型コロナ収束後のアウトドア観光に対する考

え方についてお伺いします。 

２つに、道道美唄富良野線の開通に向けた

整備についてです。道道美唄富良野線の開通

に向けた整備について、これまでどのような

検討を行ってきたのか伺います。 

また、道道美唄富良野線の沿線の施設とし

て我路ファミリー公園や国設スキー場など、

周辺施設の活用について、どのような検討を

進めていくのか、市長の考えを伺います。 

大綱２点目は、教育行政についてでありま

す。 

１つに、安田侃彫刻美術館アルテピアッツ

ァ美唄についてであります。 

２つに、環境・周辺景観の保全の取り組み

と展開についてです。 

平成４年にアルテピアッツァ美唄はオープ

ンし、平成18年、ＮＰＯ法人アルテピアッツ

ァ美唄が指定管理者制度により、管理運営、

28年には博物館登録により美術館に、29年に

は25周年を迎え、その間、作品数も40点以上

に増え、敷地面積も３倍以上と大きく増える

など、大きく環境が変わってきております。

現在は、新型コロナウイルス感染症の拡大や

長期化をしておりますが、それまでのここ数

年間は国内外より多くの観光客が訪れている

ことはご承知のことと思います。 

本定例会においても、感染症予防対策に伴

う補正予算案も提案されておりますが、しっ

かりと現状での対策をしつつ、収束後も見据

えて進めていくことが必要であると考えます。

約２年後の令和４年度には道道美唄富良野線

が開通予定であり、それを見据えた施設の老

朽化対応、野外彫刻の損傷、市民の関心の低

さなど、さまざまな課題がある中、その解決

方法を示しながら、芸術文化振興による市民

活動の活性化を基軸に綺麗な美術館として地

元美唄を語ることができる芸術広場、本市の

交流の中心となるよう、観光ビジョンと整合



- 18 - 
 

性を図りながら、将来ビジョンとして平成30

年に安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄

ビジョンが策定されました。その中、アルテ

ピアッツァ美唄の周辺地域において都市計画

の手法による環境保全策が講じられることは

聞き及んでおりますが、私の知る限りでは、

ＮＰＯ法人はさらなる環境景観などの保全に

向けた取り組みを望む意見を聞いたことがご

ざいます。 

このことからも、これまで教育委員会と十

分な関係者との連携が図れていないのではと

も考えられます。 

私はアルテピアッツァ美唄のあり方につい

て、計画行政という言葉がありますように、

アルテピアッツァ美唄ビジョンが大本となり、

進められるべきものであると考えますし、ビ

ジョンにある具体的な施策の展開には作家や

ＮＰＯと協議しながら施策の進行管理を行う

と示され、教育委員会とＮＰＯ法人等との連

携体制のあり方をしっかりと明確にした上で、

その次にさまざまな手法による環境景観の保

全等を含めた取り組みを展開していくべきと

考えます。 

そこで、教育委員会と作家、ＮＰＯ法人な

ど関係者の方々や地域住民及び行政内関係部

局との連携がどのように図られているのか。

特にＮＰＯ法人と教育委員会は美術館会議な

ど、どの程度の頻度で意見交換がなされ、ど

のような案件などが話合われ、重ねられてい

るのか。 

また、美術館の施設や周辺の景観の保全、

さらには関連する栄幼稚園跡地利用について、

今後どのように考えているか教育長に伺いま

す。 

２つに、安田侃彫刻美術館アルテピアッツ

ァ美唄ビジョンの進捗状況についてでありま

すが、このビジョンは作成されて２年と３カ

月が経過しました。このビジョンの中には、

るる示されておりますが、先ほども述べまし

た、具体的な施策の展開にある市民意識の高

揚、指定管理者制度による施設管理、ソフト

事業の拡充、環境維持のための人材確保など、

これら将来ビジョンの進捗状況について、ど

のようになっているのか、教育長に伺います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君（登壇） 松山議員の質問

にお答えします。 

新型コロナウイルス感染症による観光への

影響についてでありますが、新型コロナウイ

ルス感染者の拡大により、本市の４月から６

月の観光入込み客数は前年同時期の13万

8,402人対して５万3,344人留まり、約61パー

セントの減少と大きな影響があり、今後もそ

の影響は長引くものと考えております。 

現在、新型コロナウイルス感染症の収束が

見えない中、感染拡大の防止と地域経済活動

の活性化を両立させるという新しい段階にあ

りますが、これに対しまして、「ふるさと美唄

応援団」等のＰＲ活動を通じて美唄の魅力や

優位性を知っていただき、美唄にゆかりのあ

る人や美唄に思い入れのある人、団体等を呼

び込むなど、いわゆる関係人口の拡大を図る

ことが重要であると考えております。 

こうしたことから、このたびの定例会にお

きましては、宿泊施設の宿泊料の一部助成を

行うことを通じて美唄を訪れ、美唄の魅力や

優位性を知ってもらうとともに、「ふるさと美

唄応援団」等の関係人口の拡大を図る事業を
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補正予算に提案させていただいているところ

でございます。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大防

止の観点からも、「大都市への過度な人口集中

から地方分散へ」という大きな時代の流れの

中で、都市部から地方への移住ニーズやテレ

ワークが急速に広がっているところでござい

ます。このため、８月下旬に国から事業採択

を受けました、地方創生推進交付金の実施計

画に基づき、テレワークの環境整備に向けた

準備を進めるとともに、いわゆる仕事と休暇

を兼ねて滞在する「ワーケーション」やサテ

ライトオフィスの誘致活動を行うなど、美唄

と多様に関わる都市部の企業とのつながりを

拡大する取り組みを進めております。 

なお、昨年のキャンプ場の利用状況につき

ましては、163人となっておりますが、近年の

アウトドアブームについては今後、調査・検

討して参りたいと考えております。 

次に、道道美唄富良野線の開通に向けた周

辺施設整備についてでありますが、現在、市

としましては、道道美唄富良野線沿線などの

建築規制を行うため、特定用途制限地域の設

定を進めるとともに、炭鉄港として認定され

た日本遺産の保全調査を行っております。 

今後につきましては、利用者が増加しつつ

あるスキー場について調査・検討を行って参

りたいと考えております。 

●議長金子義彦君 教育長 

●教育長天野政俊君（登壇） 松山議員の質

問にお答えいたします。 

安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄に

ついてでありますが、はじめに、ＮＰＯ法人

アルテピアッツァ美唄との連携につきまして

は、安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄

の指定管理者であるＮＰＯ法人の近況報告や

運営上の問題点などを協議する、美術館運営

会議を２カ月に１回程度開催しているほか、

日常的な確認事項につきましては、随時ＮＰ

Ｏと連絡を取り合いながら、連携をはかって

いるところでございます。 

また、美術館館長やＮＰＯ職員、教育委員

会関係職員で構成する美術館会議については、

アルテビジョンについて意見交換をした以降

は開催しておりませんが、今年度の文化財保

全事業として、旧栄小学校の体育館と校舎の

点検調査を実施していることから、この調査

結果により今後の保全のあり方などについて、

協議して参りたいと考えております。 

次に、周辺景観の保全については、市長部

局で進める特定用途制限地域の指定により、

旅館、ホテルなどのうち、周辺環境に影響が

ある施設の建築規制が進められるものと考え

ております。ＮＰＯ法人からは、美術館周辺

の景観保全のため、さまざまな提案を受けて

いるところですが、関係する各種計画や制度

などについて市関係部局と連携を図りながら、

今後とも協議をしてまいりたいと考えており

ます。 

また、旧美唄市立栄幼稚園については、そ

の木造校舎と自然環境豊かな芸術空間を生か

した利活用について考えるため、市民委員の

募集を行い、学識経験者や各団体からの推薦

委員などで構成する、旧美唄市立栄幼稚園利

活用検討委員会を設置し、今後利活用に向け

た検討を行うこととしております。 

次に、安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ

美唄ビジョンの進捗状況についてであります
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が、まず、市民意識の高揚につきましては、

市民の皆様に対して広報メロディーやホーム

ページ等により、周知を図ってきたところで

あります。 

また、市内小中学校の児童生徒に対して、

校長会議等を通じてＮＰＯ法人が作成する美

術館利用の案内を配布するなどの周知を図る

ほか、美術の授業などで活用してきたところ

であります。さらにＮＰＯ法人等と連携を図

り、アンケート調査などを行い、来訪者の注

目する場所、傾向などの把握に努め、今後と

も美術館の価値や魅力について積極的に情報

を発信するなど、市民意識の醸成に向けた取

り組みを進めてまいります。 

次に、指定管理者制度による施設管理につ

きましては、ＮＰＯ法人と平成30年度に基本

協定を更新し、５年間委託することとしまし

た。同法人と良好な協力関係を保ちながら、

今後とも適切な施設管理を行ってまいりたい

と考えております。 

次に、ソフト事業の拡充については、ＮＰ

Ｏ法人が取り組む事業に対し、学校の教育活

動との連携を図るなど、今後とも協力して実

施してまいりたいと考えております。 

次に、環境維持のための人材確保について

は、専門的な知識を有する職員の場が必要で

あり、良好な施設管理を維持する為、今後と

も市関係部局との協議を続けてまいりたいと

考えております。 

次に、アルテビジョンの進捗状況につきま

しては、現在、計画期間中の３年目であり、

施設の経年変化への対応、野外彫刻の損傷、

市民の関心の低さなど、さまざまな課題はあ

るものの、ＮＰＯ法人と連携して着実に実現

できるよう、努めてまいりたいと考えており

ます。 

●議長金子義彦君 ８番松山教宗議員 

●８番松山教宗議員 自席により、２点につ

いて再質問いたします。 

まず、観光振興についてでありますけども、

現在のコロナ禍の中で近隣への宿泊や日帰り

観光など、マイクロツーリズムが最近移行し

てございます。地域の観光資源磨き上げやブ

ラッシュアップにより、宿泊と体験を組み合

わせた滞在のプランの提案なども必要と考え

ます。 

また、アウトドアによる観光についてはゴ

ルフ５カントリー美唄が昨年、グランピング

事業を実施するなど各施設の活用が広がって

いるということは認識してございます。こう

した動きに対して、市として民間事業者への

支援や我路ファミリーキャンプ場などの活用

については、どのような考えなのかを伺いま

す。 

また、特にスキー場や我路ファミリー公園

については、道道美唄富良野線の沿線の開通

に向けた重要な拠点施設という答弁もござい

ました。また、スキー場の調査・検討を行う

ということでありますが、我路ファミリー公

園のキャンプ場やスキー場について、今後の

方向性について市長にお伺いいたします。 

次に、アルテピアッツァ美唄についてでご

ざいます。環境保全についてでありますが、

より細かな保全として、案内看板の配置や色

彩、町並みや統一感、風景の立体化など、自

然の広場、美術館として周辺景観の調和など

が必要などと考えますが、今後どのように協

議を進めていくのか。 
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そして検証されていると考えますが、アル

テピアッツア美唄ビジョンにおける課題はど

のようなものがあるのか。 

また、アルテピアッツァ美唄ビジョンは来

年度からの第７期美唄市総合計画との整合性

をとるため、見直しをするという記載がござ

いますが、はたして見直しをする予定なのか。

その見直しスケジュールについても伺い、さ

らにアルテピアッツア美唄に対する今後のあ

り方についてどのように考えているのか、教

育長に伺います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君 松山議員の質問にお答え

します。 

道道美唄富良野線の周辺施設のあり方につ

いてでございます。 

地元観光業に対する支援につきましては先

程申し上げました、ふるさと応援団への支援

等で、当面対応して参りたいと考えておりま

す。 

それから、我路ファミリー公園のキャンプ

場やスキー場につきましては、新型コロナウ

イルスの収束動向、こういったものをきちっ

と見極めながら対応することが重要であると

私は考えてございます。 

あわせて、道道美唄富良野線の開通などを

踏まえた、調査研究といったものを行ってま

いりたいと考えております。 

●議長金子義彦君 教育長。 

●教育長天野政俊君 松山議員のご質問にお

答えいたします。 

安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄ビ

ジョンの進捗状況についてでありますが、ア

ルテビジョンにおける課題につきましては、

今後、海外からの観光客の増加や道道美唄富

良野線の開通による来館者の増加が予想され

るほか、施設の経年劣化対応、屋外彫刻の損

傷などのさまざまな課題でありますが、その

中で美術館につきましては、旧栄小学校の校

舎と体育館の点検調査を実施しているところ

から、その調査結果を踏まえて、今後の保全

のあり方などについて協議してまいりたいと

考えております。 

また、第７期美唄市総合計画との整合性に

ついては、現在、計画の策定が進められてい

るため、進捗状況を見ながらＮＰＯ法人と必

要な見直しについて協議を進めてまいります。 

さらに周辺景観につきましては、ＮＰＯ法

人、市長部局と検討していく必要があると考

えております。 

今後のあり方については、彫刻と自然の芸

術文化施設としてのほか、道道開通を意識し

た本市東部の他施設との連携について、市関

係部局とも協議してまいりたいと考えており

ます。 

●議長金子義彦君 次に移ります。 

１番伊藤正久議員。 

●１番伊藤正久議員（登壇） 令和２年第３

回定例会にあたり、大綱１点、新型コロナウ

イルス感染症について市長にお伺いいたしま

す。 

まず、市内の経済対策について美唄市では

これまで二度の臨時会を開催するなど、コロ

ナウイルス感染症に関するさまざまな経済支

援策を講じて参りました。それについては、

市民の皆様や事業者にとっても有意義なもの

であったと認識しております。しかしながら、

今後もさらに効果的な支援策を講じていく上
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で、これまでに行った支援策の成果について

具体的で明確な理解が必要であり、また、市

内経済の状況をタイムリーに把握し、手遅れ

とならないように支援することは大変重要で

あると考えております。 

市内で未だコロナの影響を強く受けている

市民や事業者がいる一方で、一時の不況を乗

り越え、回復傾向となった事業者もいるでし

ょう。しかし、これらの明確な数値は明らか

になっていない状況であります。これまでは

どの業種の事業者もコロナの影響を受けてい

るという前提で間口の広い、全体を支援する

施策が主でありましたが、今後は、各事業者

の経営状況をしっかりと把握し、スポットを

当てた的確な選択が必要と考えております。 

現在は、美唄経営支援金や国の持続化給付

金等により、何とか持ちこたえている事業所

であっても、今後そういった支援策が打ち切

られた場合、事業継続が困難になる事業者も

少なくないと認識しております。こうした事

業者の経営状況を把握し、適宜、必要な支援

策を講じるためには市内事業者への継続的な

実態調査や、ヒアリングが必要と考えます。

改めましてお伺いします。 

まず、これまでで行った経済支援策の成果

がどのようであったか。 

市内経済の状況をどう把握しているのか。 

そして最後に、今後の市内経済の回復、再

生のための支援策について、市長のお考えを

お伺いします。 

次に、解雇・離職のあった市民への支援策

について伺います。 

８月25日現在において、厚生労働省は新型

コロナウイルス感染症に関する解雇や雇い止

めは全国で４万8,206人と発表しており、８月

18日時点の４万5,650人からたったの１週間

で2,556人増加しております。しかも、この集

計は全国のハローワークなどに相談があった

事業者の報告をもとにしており、目に見える

ところだけを集計した数字であり、実際はこ

れよりも多くの失業者がいると予測されてい

ます。 

そこで、美唄市においても新型コロナウイ

ルス感染拡大による解雇・離職など影響受け

た市民について実態調査を行っているのか、

それを把握しているのかどうかをお伺いしま

す。 

また、こうした解雇・離職などの影響を受

けた市民への支援策について市長の考えを伺

います。 

最後に、今後、新型コロナウイルスとイン

フルエンザの同時流行に備えた施策について

伺います。 

厚生労働省によりますと、新型コロナウイ

ルスの影響により、インフルエンザへの警戒

も高まることから、ワクチン接種を希望する

人が急増するとみられています。このため、

ワクチンが不足して重症化しやすい高齢者な

どが接種できなくなるのを防ぐため、いち早

く接種を呼びかける方針を示すなど、新型コ

ロナウイルスとインフルエンザの同時流行へ

の備えが始まったところであります。重症化

しやすい65歳以上の高齢者が多く住む美唄市

においても、コロナウイルスとインフルエン

ザの同時流行に備えることは、市民の命を守

る上でも大変重要と考えております。重症化

しやすい高齢者へは早期にワクチンを接種し

ていただくように呼びかけ、また、コロナと
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インフルエンザの症状が似ていることで、医

療機関への受診が多くなり、医療体制を逼迫

する恐れもあることから、同時流行に備えた

医療体制の整備等が必要と考えますが、市長

の考えを伺います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君（登壇） 伊藤議員の質問

にお答えします。 

これまで取り組んできました市の独自施策

についてでありますが、はじめに、これまで

の取り組みの経過を申し上げますと、４月に

おいては市内飲食店組合等とびばい商品券運

営協議会が自主的に取り組む「プレミアム付

飲食券及び感染症対策事業」に対する補助金

の交付決定を行ったほか、利子及び信用保証

料を全額補助する「新型コロナウイルス対策

資金」を新設し、本日まで49件で２億1,750

万円の融資の斡旋を行っているところでござ

います。 

また、５月からは「びばい経営支援金・休

業協力支援金事業」を開始し、びばい経営支

援金につきましては、本日まで290件に交付決

定を行うとともに、休業協力支援金につきま

しては、86件に交付決定を行っているところ

でございます。 

次に、市内経済の状況把握につきましては、

美唄中小企業相談所における経営相談や、び

ばい経営支援金等の相談時に聞き取りを行い、

現状把握を行っているほか、これまで「美唄

産業連携会議」を設置して、商工会議所や関

係団体との情報交換や意見交換を随時行って

きたところであります。６月に商工会議所が

取りまとめたアンケート調査結果では、91パ

ーセントの事業者が「企業活動により影響が

ある」と回答してるとこであります。さらに、

アンケート調査の詳細な検討を行うため、８

月中旬以降に商工会議所と連携し、市内製造

業12社の企業訪問を行ったところ、取扱製品

により売り上げ状況に差が生じている傾向が

あったところであります。 

次に、市内経済の回復・再生のための施策

についてでありますが、現在、「プレミアム付

飲食券」に引き続き、｢がんばろう美唄応援券｣

の10月の販売に向けての準備を進めていると

ころであり、また、このたびの定例会におい

ては、宿泊事業者等への支援や美唄を応援い

ただく関係人口の拡大に向けた「美唄応援団

づくり事業」を補正予算として提案をしてお

ります。現在、国内では新型コロナウイルス

感染症の拡大に伴い、４月から６月期のＧＤ

Ｐが年率27.8パーセントの減となり、戦後最

悪の落ち込み幅となるなど、これまで経験し

たことのない厳しい経済状況が見込まれるほ

か、新型コロナウイルス感染症の収束が見え

ない状況となっております。 

このような状況を踏まえ、市としましては、

今後とも国や道の関係機関や商工会議所など

との市内関係団体との連携・協力を図りなが

ら、必要となる経済支援対策を切れ目なく、

しっかりと講じてまいります。 

次に、解雇・離職などの実態の把握につい

てでありますが、従業員の解雇につきまして

は、６月に商工会議所が取りまとめたアンケ

ート調査結果で申し上げますと、２社が一部

解雇を行ったと承知しております。 

また、厚生労働省発表の８月21日現在の全

国の新型コロナウイルス感染症に起因する解

雇等見込み労働者数には美唄市内の労働者は
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含まれていないとの事をハローワーク岩見沢

から伺っております。なお今月より、商工会

議所と連携し、400事業者を対象に市独自の労

働基本調査を行い、市内の雇用、就業状況等

のデータ分析や個別事業所の詳細な実態の把

握を行うこととしております。 

次に、解雇や離職となった市民への支援に

つきましては、新型コロナウイルス感染症の

影響を受け、休業等により生活資金を必要と

する方や世帯を対象に、美唄市社会福祉協議

会が申請窓口となる国の生活福祉資金貸付制

度があり、その貸付実績につきましては、緊

急小口資金が26件、総合支援資金が７件とな

っております。 

また、解雇・離職等に伴う収入減少により、

住居を失う恐れが生じる方に対しましては、

市が窓口となり、申請受付や支給決定を行う

国の住宅確保給付金制度があり、これまでに

３件の支給を決定したところでございます。

なお、生活保護につきましても、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、失業となった

方からの相談が１件あり、保護の支給決定と

なっているところでございます。 

市としましては、商工会議所と連携し、市

内経済や雇用の状況把握に努めるとともに、

解雇・離職のあった市民の生活再建に向け、

社会福祉協議会や民生児童委員とも連携し、

切れ目の無いしっかりとした支援を行ってま

いります。 

次に、新型コロナとインフルエンザの同時

流行に備えた施策についてでありますが、重

篤化しやすい高齢者等への早期のワクチン接

種の呼びかけにつきましては、65歳以上の高

齢者のインフルエンザワクチン接種はこれま

でも１人１回に限り2,200円の助成を行って

おり、毎年広報紙メロディー10月号に記事を

掲載するほか、市内医療機関への周知ポスタ

ーの掲示、地域における健康教育や健康相談

の際にお知らせするなど、ワクチン接種を勧

奨してきたところでございます。 

本年度におきましては、広報紙メロディー

10月号で周知するほか、市ホームページや保

健センターのFacebookを利用した啓発や市内

医療機関へのポスター掲示を早目に行い、高

齢者のワクチン接種はもとより、多くの市民

の皆さんに早めのインフルエンザ予防を意識

していただけるよう努めてまいりたいと考え

ております。 

次に、医療体制等の整備等につきましては、

市内の基幹病院である市立美唄病院では、新

型コロナウイルス感染症対策として国の補助

金等を活用し、発熱患者と一般患者の動線を

分けるために、旧ＭＲＩ棟を改修し、臨時発

熱外来を９月上旬に開設するほか、インフル

エンザや新型コロナウイルス感染症の疑いの

ある方が同時に必要な検査を行うための機材

の購入や簡易検査キットの購入など、必要な

整備を行うこととしております。 

現在、新型コロナウイルス感染症拡大に伴

い、慢性疾患を持つ患者さんの受診控えが社

会問題化してございます。通院しないことで

感染リスクは減るものの、持病が悪化するケ

ースがあると報じられております。 

本市の考え方といたしましては、臨時発熱

外来を有効に活用するために、発熱患者さん

は市立美唄病院での受診を、また民間医療機

関では慢性疾患に対する患者さんを受け入れ

る等の役割分担を明確にする事で、慢性疾患
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を持つ患者さんが安心して通院できる体制と

なり、こうした役割を担うことが公立病院の

使命であると考えております。 

また、臨時発熱外来の運用にあたっては、

美唄市医師会に協力を呼びかけているところ

でございます。 

いずれにいたしましても、市民の皆さんが

健康で安心して生活できるよう、感染拡大防

止に十分努めてまいります。 

●議長金子義彦君 １番伊藤正久議員。 

●１番伊藤正久議員 自席より再質問をさせ

ていただきます。 

まず、新型コロナウイルスとインフルエン

ザの同時流行についてですが、こちらは承知

いたしました。今後に向けてコロナ感染対策

等々を含め、医療体制の整備、そしてワクチ

ン接種の呼びかけ等よろしくお願いします。

回答はいりません。 

次に、市内経済対策及び解雇・離職のあっ

た市民への支援策についてですが、支援策の

成果等々、承知しました。 

状況調査については、商工会議所や関係団

体と連携し、調査に取り組まれているとのご

回答でした。アンケートに加え、市内の製造

業12社に企業訪問を行ったとのことですが、

ぜひ今後も製造業に限らず、市内の様々な事

業所を訪問し、しっかりと事業者の声を聞い

ていただきたいと考えております。そうした

行為こそ事業者の実態を把握する手がかりで

あると私は思っております。アンケートと企

業訪問、そのどちらも活用し、現在の状況を

分析した上でしっかりとコロナの影響がある

事業所や離職者、介護者、生活困窮者が支援

されるように今後の施策ついて繋げていくこ

とが必要と考えますが、市長の考えをお伺い

します。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君 伊藤議員の質問にお答え

します。 

今後の施策についてでございます。 

現在、商工会議所等と連携して、市独自に

実施している労働基本調査に新型コロナウイ

ルス感染症に伴う経営上の影響などに係る項

目を追加してございまして、今後、その結果

分析を行うとともに、さらなる企業訪問を行

い、事業者の実態把握に努めてまいりたいと

考えております。 

また、国においては、雇用調整助成金の特

例措置を12月まで延長することとし、一方、

道におきましては、９月の定例会に離職者が

介護・建設分野等に転職を行う場合、離職者

とその受入企業に各30万円を支給する補正予

算を提案すると伺っているところでございま

す。 

今後とも、これら国や道の動向を踏まえ、

引き続き商工会議所などの市の関係機関、団

体との連携・協力体制をより一層図りながら、

必要となる経済支援対策を切れ目なくしっか

りと講じてまいります。 

●議長金子義彦君 次に移ります。 

５番山崎一広議員 

●５番山崎一広議員（登壇） 第３回市議会

定例会にあたり、大綱３点について市長にお

聞きいたします。 

大綱１点目は、インフラ整備についてであ

ります。 

インフラとはいわゆる一般的には道路、鉄

路、上下水道、発電所、電力網、通信網、港、
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空港、治水施設など公共的、公益的、公衆的

な設備、施設、構造物などを指すことが多く

言われております。またＩＴの分野では、情

報システムを稼働・運用するための土台とな

るコンピューターなどの機材や設備、それら

を設置する施設、機器・施設間を結ぶ通信回

線やネットワーク、ソフトウェア、データな

どの総体を「ＩＴインフラ」と呼び、これは

単にインフラということがあります。新型コ

ロナウイルス感染症対策と経済活動の両立に

向け、来年度の予算編成に指針となる骨太方

針の骨子案を示し、東京一極集中の見直しや

地方活性化や行政サービスのデジタル化を推

進する柱を政府は目指すこととしております。 

そこでお聞きします。オンラインで完結で

きるようにすることが必要と言われており、

オンライン診療や遠隔教育、デジタル人材の

育成も課題と見直されていますが、テレワー

クの障害となっている書面や押印、いわゆる

ハンコ文化、対面を定めたルールの見直しな

ど、今後、デジタル技術の活力が一層進み、

社会全体の普及とともに、地方行政のデジタ

ル化を進めるべきと考えますが、どのように

受け止められておれるのかお聞きします。 

また、光ファイバについて情報通信基盤、

いわゆる光ファイバの整備が何よりも重要と

されています。本市の市外部がほとんど未整

備地区であり、これらの整備が急務でありま

す。ドローンについても、道内では農薬散布

や稲などの発育状況を空中から撮影すること

で、人手不足の解消や時間短縮など、新しい

農業が進むものと考えます。特に、災害時に

はドローンはいち早く活躍すると言われてお

り、ぬかるんだ田んぼに農薬散布などが農機

具ではできないところをドローンで散布、大

雨などの影響を受けにくいドローンの需要が

今後広がると考えます。ドローンで次世代農

業を図っていくことが基幹産業であり、本市

の農業の進むべき道と考えております。しか

し、これらが200万円から300万円台と持ち運

びの安易なため、期待しているところですが、

補助助成も含め、取り入れるべきと考えます。 

また、ＧＰＳについても農林水産省では、

無人で自動走行する農業機械、いわゆるロボ

ット農機の実用化を見据え、お隣の岩見沢で

は特に進んでおります。ロボット農機の安全

性を確保することを目的としてリスクアセス

メントの実施など、安全性確保の基本的な考

え方、関係者の役割などを示すロボット農機

に関する安全性確保、ガイドラインの最終案

を平成28年３月18日に公表しております。本

ガイドラインは、友人の監視のもとでロボッ

ト農機に使用者が搭乗せず、無人で自動走行

する方針を対象としております。近隣でも既

に行われており、本市も美唄ＩＣＴ農業推進

協議会が実演会を開催されましたが、積極的

に取り入れるべきと考えます。 

また、本市の両農協、そして両農民協から

要望書と要請書がきていることと思います。

この辺も含め、市長の考えをお聞きします。

どのように整備を進めていくのか、支援も含

めて、あわせてお聞きします。 

その２つ目として、インフラ整備の最後に

なりますけども、今ほどお聞きしたことに対

しまして、コロナの普及・拡大に向けた考え

方について、本市の基幹産業が農業と言われ

ておりますことから、補助・支援も含めてど

のように考えておられるのかお聞きいたしま
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す。 

大綱２点目は、第７期総合計画についてで

あります。 

総合計画につきましては、平成23年に地方

自治法の一部改正により、基本構想の策定の

義務付け規定が廃止され、各地方公共団体の

判断によるものと改正されました。これを受

け、各地方公共団体では総合計画の策定にあ

たっては、この法律の施行以降、地方公共団

体の判断でこの計画を策定され、行政運営を

行っていると伺っております。 

本市におきましても、平成23年からの第６

期ないし美唄市総合計画が来年度末で計画終

了をいたしますが、次の美唄市総合計画が策

定されることに合わせて、パブコメも終わる

ことかと思います。本定例会最終日には３日

間に組まれておりましたが、これもなくなり、

板東市長が、まちづくりは市民の市民による

市民のための政治が基本と言われております

ことから、この計画作りにおいては、市長自

身のこれまでの行政経験を生かしながら市民

の暮らしをしっかりと支えていく政策に結び

つく、そのための生きた計画にするために早

期に着手しなければならないと思います。地

方総合戦略についても、政府は2020年度まで

に人口増対策の具体的施策を盛り込んだ総合

戦略を策定し、全ての地方自治体に、これに

対応した地方版総合戦略の策定を定め、本市

においても、これまで取り組んできたことと

思います。 

そこで次の３点について、伺います。公共

施設の総合管理計画についてです。 

今年５月末で閉じましたホテルスエヒロで

ございます。現在も閉館のまま、私は市の管

理・所有する施設だけが公共施設とは思って

おりません。次期総合計画の重要性を鑑みた

上で策定に向け、これら民間の所有する施設

も公共施設と考えますが、市長の考え方、認

識についてお聞きします。 

その２つに、旧美唄工業高校の跡地の住宅

建設についてです。 

２日程前からグラウンドをブルドーザーが

整備に入り、草木を削っております。近隣の

住民から｢もう建てるのかい｣という話しもあ

りました。「違いますよ」ということは話して

おります。先の地域懇談会、市長とのふれあ

いトークでは、急にふって湧いたように平屋

の検討の材料と、さらに在宅医療も考えた住

宅建設、平屋も検討材料と言われております。

市長とのふれあいトークとは掲げましたが、

ふれあいどころか、物別れに終わった場面も

一時、私は見にいきました。どうしてこのよ

うな発言が飛びだすのか、改めてお聞きいた

します。 

その３つ目に、選挙公約の比較についてで

す。 

昨年、初当選され１年と２カ月が経過しま

したが、その当選時の選挙公約ですが、本計

画との比較について総合計画の中に何件か選

挙公約に掲げた文面を目にします。 

例えば５つの挑戦などは、まさにそのもの

です。このことについて、なぜこのようにさ

れるのか、10年先を見据えた計画はなぜなの

か、とりあえずここでお答えを聞きたいと思

います。 

大綱の３点目は、地域医療についてであり

ます。市立美唄病院の建替えについてお聞き

いたします。 
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その１つに、昨年までの過去の経過を踏ま

え、今後どのような考えで進めていこうとし

ているのか。市民委員会からの意見・提言だ

けで進めていくのか。さらに多くの市民の

方々の意見、各種団体等も含め、伺わないの

かお聞きいたします。 

また、市議会議員、我々も含めた意見をど

のように建替えに向けて反映していくのか、

合わせてお伺いします。 

その２つ目に、この世界的緊急事態の今後

の過疎債や交付金、補助金等あてはまるのか、

財政推計も出さず進めていくことが良いのか、

あわせて伺います。 

その３つ目に、いつ頃までに新病院がオー

プンするのか、今後の全体のスケジュールに

ついて伺います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君（登壇） 山崎議員の質問

にお答えします。 

本市への情報インフラの整備についてであ

りますが、はじめに庁内の文書管理事務にお

ける電子決裁につきましては、文書管理シス

テムの見直しが必要となるほか、文章のセキ

ュリティ対策、電子化になじまない書類対応

など、課題も多くあることから道内都市の導

入事例もなく、本市としましても現時点での

導入は難しいものと考えております。 

地方行政のデジタル化につきましては、こ

れまでも美唄市情報化推進計画に基づいて、

方針のＩＣＴ化、デジタル化に取り組んでま

いりました。しかしながら、今般の新型コロ

ナウイルス感染症の対応において、国・地方

を通じて行政手続のオンライン化は十分に進

んでいるとは言えず、利用者目線での利便性

向上への取組が一層求められております。こ

のため市といたしましては、国の第２次補正

予算を活用し、本定例会にて補正予算として

提案しております、光ファイバの整備をはじ

め、住民票や印鑑登録証明書をコンビニエン

スストア等で交付する行政手続のスマート化

など、感染症対策と行政サービスの質の向上

に取り組んでまいります。 

次に、光ファイバ整備についてであります

が、これまでも美唄市情報化推進計画に基づ

き、市内全域の整備に向け、取り組んでまい

りましたが、世帯カバー率は93.4パーセント

に対し、面積で申し上げますと、面積率では

48.9パーセントと整備が進んでいない状況で

あります。今般、新型コロナウイルス感染症

対応として、国の第２次補正予算において、

光ファイバの事業費が拡充されたのを踏まえ、

民設民営方式により「ＩＣＴを活用したスマ

ート農業技術の導入」や、「学校教育のＧＩＧ

Ａスクール構想の推進」のため、光ファイバ

を市内の農村を中心とした未整備地域に整備

することとし、本定例会で補正予算を提案さ

せていただいたところであります。 

次に、スマート農業の支援につきましては

本市農業のハード面である農業基盤整備を進

めておりますが、その事業効果をさらに高め

るためには、ソフト面からのＩＣＴを活用し

たスマート農業の導入が必要不可欠でありま

す。このため、市といたしましては昨年末に

美唄市ＩＣＴ農業推進協議会を設立したほか、

「ＩＣＴ農業技術実演会・展示会」を８月に

美唄市で初めて実施してきたところであり、

他市町村に先行して取り組む農村地帯等にお

ける光ファイバ整備を行うとともに、スマー
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ト農業を加速化させるため、スマート農業機

械の導入支援について今定例会の補正予算に

提案させていただいたところでございます。 

次に、第７期総合計画についてであります

が、公共施設等総合管理計画につきましては、

本市が保有する公共施設等の抱える課題を踏

まえ、公共施設の整備、維持管理等に関する

基本的な方針を示したもので、民間施設につ

いては対象としないところでございます。 

次に、旧美唄工業高校跡地への住宅建設に

つきましては、建替え候補地の１つとしてお

りますが、現在策定作業を進めている市立美

唄病院建替え計画において、在宅医療の充実

に向けた将来的な展開の一つとして市立美唄

病院との連携が図られた公営住宅の建設の必

要性について検討することとしてございます。

また、今後につきましては、昨年実施したア

ンケート調査をもとに、説明会を開催するこ

ととしており、入居者の方々の意向を十分確

認しながら急激に進行する将来の人口減少や

高齢化を見据えた本市にとって、あるべき公

営住宅の建替えに向けた様々な面から検討を

重ねてまいりたいと考えております。 

次に、選挙公約と総合計画との比較につき

ましては、美唄市総合計画はまちづくりの基

本的な方向を示す市の最上位計画であり、「美

唄市まちづくり基本条例」に基づき、美唄市

総合計画審議会や美唄市総合計画等市民検討

会議において、広く市民の皆様の声を伺いな

がら、策定を進めております。 

次に、市立美唄病院の建替えの進め方につ

いてでありますが、市立美唄病院建替え基本

構想・基本計画策定市民委員会におきまして

は、現在、素案の策定に向けて議論していた

だいているところであり、11月を目途にご提

言をいただくこととしております。このほか、

地域懇談会、各種市民委員会からのご意見、

ご提案や地域医療体制等調査特別委員会での

ご議論も踏まえて計画を策定し、年度末まで

に成案化してまいりたいと考えております。 

次に、財源の見通しにつきましては、コロ

ナ禍にあり、財政状況がさらに厳しさを増す

ような状況にありますが、国の経済対策の動

向や現行制度を踏まえた財源確保に最大限努

めてまいります。 

次に、新病院の開院に向けた今後のスケジ

ュールにつきましては、基本構想・基本計画

策定後、令和３年度より基本計画を医師会や

市民の皆さんと合意形成を図りながら策定す

るとともに、私の任期内に実施設計を行い、

新しい病院の早期建替えに向けて取り組んで

まいりたいと考えております。 

●議長金子義彦君 ５番山崎一広議員。 

●５番山崎一広議員 自席から何点か再質問

させていただきます。 

まず１点目です。インフラ整備は先程言い

ましたが、もう既に進めておりますし、先月

の８月、西美唄の方で実施されておりますの

で、是非とも成功させていただきたいと思い

ます。これはご答弁いりません。 

次の総合計画ですけども、まず１点目の公

共施設です。私は前から言っているんですけ

ども、コア美唄の活用方法について、市民会

館や図書館も中に入れるべきだと考えており

ます。 

また、これは別のところでもお話を聞いて

おりますし、元北洋銀行の支店長とも話しま

した。市内には４つの銀行があります。北洋
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銀行、北海道銀行、空知信用金庫、空知商工

信用組合、これらの４つの統合もあり得るよ

という話は７、８年前から聞いております。

もう銀行はそれぞれで建物を一つ維持してい

く時代ではないと伺っております。このこと

について、もし考えがあればお答え願いたい

と思いますし、また先程言いましたが、公共

施設だけではないということで、いわゆる空

き店舗の活用も必要になるのかなと思います。

そのような中、現在、閉館しているホテルス

エヒロ、特に大通商店街の商店の方からも言

われます。さまざまなイベントが中止で出来

ないと。市民会館ではどうですかと聞きます

が、市民会館ではちょっと難しいと言われま

した。何が難しいのか深くは聞きませんでし

たけども、これらも含めて、ある意味公設民

営化ということも検討していくべきではない

かと私は考えておりますけども、いかがお考

えなのか、市長のご見解もお聞かせ願いたい

と思います。 

工業高校の跡地、同僚議員が月曜日にやら

れるということで、あまりこれは深く詰める

気持ちはありませんけれども、あまり考え方

を180度変えられると、職員も市民も混乱しま

す。この辺しっかりとした、先を見据えて言

ってほしいなと思います。 

次に、選挙公約の部分ですけども、市長の

任期は残り３年です。毎年３月の定例会で新

年度に向けて行う市政執行方針、私はこれが

俗に言うマニフェストだと考えております。 

また、ＳＤＧｓですね、市長が言われてお

ります。これも2015年に国連のサミットで採

択されましたけども、市長ご存知だと思いま

すけども、過去にカタカナ標記でお年寄りに

寄り添った計画ではないと言われたことも確

かあったと私は記憶しております。道から来

ておらました、今は亡き松尾さんの時代だっ

たと思います。それと合わせて、人口も４万

を切る時代に、５万を目指すという計画の盛

りいれたところ、これは難しいだろうという

ことで４万5,000人に修正した記憶もござい

ます。自身の考えだけで計画を策定してはい

けないのかと考えます。ある意味これは、私

権制限ではないのかと考えますけど、その辺

のお答え、考えがあればお聞かせ願いたいと

思います。 

次に病院です。ある意味あまり中身のある

答弁が返ってきていないかなと思います。は

っきり言いまして、人口減が進み、市町村に

国が財政支援を進み、過疎法で2021年来年３

月で期限が切れると新聞報道にもあります。

道内危機感、過疎法を見直しということであ

ります。またお隣、南空知、南檜山病院再編

で財政支援区域と、多分これ美唄市も入って

いると思います。こんなのも含めて、４月だ

と思いますが、道内の指定都市市長会が交付

税の確保ということで、総務省に要望を入れ

ております。 

そして、お隣の岩見沢も12月までに中央労

災病院との統合を、事務レベルで協議に入っ

ております。公立病院の収入減も招いている

という話も聞こえてきます。そんな中、６月

開催されました市民委員会、病院建設のコロ

ナ禍でさまざまな事を言われておりますけど

も、事務局が財政負担をうまく市民に対し説

明と検証が十分でなかったという事務局から

の答弁がありました。確かにそのとおりかも

しれません。ただ、あまりにも先走って反対



- 31 - 
 

と進めたばかりに、もし当時のままで行った

ら今ここから病院が見えます。建てろと言っ

ているわけではありません。そんな中、委員

さんが先延ばしの結論を待っていては間に合

わないとの意見もありました。人口の高齢化

と20年後には半減する人口、いかなるところ

でも人口が半減する、訪問看護や訪問診療を

拡大させるべき、減少するということで訪問

診療、訪問看護を拡大させる、人がいるのか

なと思います。言っていることは全く私には

わかりません。それと医師確保も難しい。地

域医療連携も推進方針を立ち上げるべきと、

砂川を核に医師や看護師が行き来し、医薬品

の共同購入できる機能を立ち上げるべく、小

児医療の維持・拡大は必要だと、作った建物

は必ずお荷物になる、好きなこと言っておら

れますけども、あえて言うことではありませ

んけども、日本全体が人口減少、少子高齢化

になっています。こんなに言われて人材がい

るのですか、足りるのですか。医師確保も含

めて私は無理だと、難しいと思います。お答

えあればお願いいたします。 

現在、ビバネットの取り組みで、在宅医療、

訪問看護、24時間体制を導入している訪問看

護師を２人から３人体制に増員したと。介護

用病院についても、しろした病院が転換しま

したし、花田病院も来年計画していると。さ

らにコロナ禍、札幌のホテル建設、その他の

建設もそうです。全ての部分で建設白紙、延

期、相次いでおります。市長お答えになりま

したけども、あえてもう一度、この辺詳しく

ご丁寧にご答弁願いたいと思います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君 山崎議員の質問にお答え

いたします。 

はじめに、民間施設、コア美唄、ホテルス

エヒロ、それから空き店舗等のお話ございま

した。これにつきましては、今後まちづくり

を進める上で非常に大きな課題であると認識

しているところでございます。 

また、民間施設の活用につきましては、関

係団体との十分な議論が必要であると考えて

ございます。 

次に総合計画につきましては、美唄市まち

づくり基本条例に基づき、どんなに人口減少

や高齢化が進んでも誰一人置き去りにしない、

「ともに支え合い、分かち合う田園文化創造

都市びばい」、これを目指して取り組んでいる

ところであり、今般、総合計画審議会へ諮問

したところでございます。この過程では庁内

の総合計画等策定委員会、それから市民との

総合計画策定、総合計画等市民検討会議、こ

ういった議論を十分踏まえながらですね、素

案を策定し、８月に審議会に諮問したところ

でございます。これらの策定の過程や内容に

つきましては、市長とのふれあいトークで市

民の皆さんに説明して参りましたし、今後に

つきましても、広報紙メロディー、ホームペ

ージ等を通じて広く市民の皆様に取組経過を

お知らせするなど、市民の皆様との情報の共

有を図りながら、策定を進めてまいりたいと

考えております。 

それから、地域医療事業に対する財源、人

材確保についてのご質問でございました、財

源確保につきましては、国の経済対策の動向

や現行制度を踏まえた財源対策に最大限努め

てまいります。 

また、医師確保等につきましては、道内の
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医育大学といいますか、医学部への医師派遣

要請や民間紹介会社への登録、ホームページ

の募集、それから人脈による求人活動をはじ

めとし、全国自治体病院協議会北海道東京事

務所公益財団法人北海道地域医療振興財団を

訪問したほか、医療スタッフについても各種

養成学校を訪問するなど、必要な人員の確保

に努めているところでございます。 

次に、今後のスケジュールにつきましては、

来年度以降予定している基本設計・実施設

計・工事発注について事業手法などの検討を

しているところでございまして、私といたし

ましては、様々な面から基本構想・基本計画

ついて十分検討し、可能な限り早期着工に向

けて取り組んでまいりたいと考えているとこ

でございます。 

●議長金子義彦君 ５番山崎一広議員。 

●５番山崎一広議員 再質問を若干、私の聞

きたいことも忘れてましたんで、ごめんなさ

い。 

先程のスケジュールについてですけども、

同僚委員の昨年の７月、９月、12月の質問に

対する、同じようにスケジュールについて市

長の答弁をここで読ませていただきます。 

７月の答弁、病院建設につきましては、持

続可能な医療提供体制を実現するため、これ

までの基本計画・基本設計を検証し、しっか

りとした将来を踏まえて、美唄のふさわしい

病院建替え計画を作り、国・道・医師会など、

関係機関と協議を進めてまいりたいと考えて

おります。９月には、建設スケジュールにつ

きましては、しっかりとした将来を見通し、

それを基に医師会や市民の皆さんとの合意形

成を図り、美唄にふさわしい病院建替え計画

を策定し、早い段階で庁内及び院内に検討会

を設置し、来年度より基本構想・基本計画を

取りまとめていきたいと考えております。ま

た、実施設計についても私の任期の４年間の

うちに取り組んで参りたいと考えております。

12月については、今後のスケジュールにつき

まして、来年度以降に基本構想・基本計画な

ど、建替えに向けて本格的に検討開始してま

いります。 

あまり答弁としては進んでいないのかなと

いう気がします。決して私は建てるなとか、

やめろとか言っているわけではございません。

病院は必要です。市民の健康と安心・安全を

守る義務があることが前段で言ったように、

様々な方面からかなり厳しい現状で受け止め

ておられます。市長も同じかと思います。建

替えの前に、病院の存続も私は夢を語るのも

結構ですけど、現実をよく見て、厚労省から

亡国論と言われないようにした方がよろしい

のではないかなと思います。というのも、つ

い先週の日曜日です。テレビで埼玉病院の例

がでておりました。一昨年、美唄市と同じよ

うに改築、オープンしたそうです。ところが

昨年の病院再編で統合と言われたそうです。

市民は唖然としておりました。まさに、美唄

の将来をしっかり見据え、市民参加も結構で

すけども、市長です。市民の意見を、甘い考

えはだめですよ。国が地方の２万そこそこの

自治体の意見をお聞きになると市長は思いま

すか、私は聞かないと思いますよ。近隣の状

況、特にお隣岩見沢市の今後、人口減少から

くる人手不足や医師確保の難しさ、今一度考

え直していただいて、病院存続と、そして建

替えに向けて改めて協議をするべきだと、こ
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のままですと本当に市立美唄診療所になりま

す。だれが責任とるのかなと私は思います。

お答えください。 

それとこれは余談ですけども、コロナ禍の

関係で道新の記事にコロナ市長調査管内分と

いうことで、国の対策の半数が否定的と、そ

の中に空知管内で本市と雨竜町だけです。国

の対策を悪いと答えたのは市長、あなたです。

それと昨日も核のゴミ、応募他市町村はない

ということで出ておりましたけど、昨日、寿

都町の片岡町長と鈴木知事が対談しておりま

した。私テレビで４時半から見ておりました。

どっちが勝ったか負けたか、そんなことはど

うでもいいです。この中で、９月１日の道新

の記事にも書いております。本市は核のゴミ

受け入れに繋がると、あまりにもストレート

に市長にお答えしすぎます。この辺、濁した

方がいいのかなと、前にコロナの首長の調査

の案文も他市町村は｢まあ良い｣ですとか、｢ど

ちらでもない｣ですとか、｢やや悪い｣これで終

わってます。市ではうちだけです｢悪い｣と答

えたのは、これは市長ですね、国・道は、は

っきり言って見てますよ。国も職員も関係者

も。この辺もし考えがあれば、あわせてお願

いしたいと思います。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君 山崎議員の質問にお答え

します。 

市立病院の建替えについてでありますが、

建替え計画の策定につきましては、地域医療

構想、財政推計と将来の取り組みなどをより

明確にお示しするとともに、しっかりとした

見通しのもと、医師会皆さんとの合意形成を

図りながら高齢化社会、人口減少への対応、

それから地域包括ケアシステムの構築、在宅

医療の拡充などの視点にたった美唄の将来に

本当に必要な「治し支える医療」、「地域完結

型医療」を実現し、美唄病院建替え計画を策

定してまいりたいと考えてございます。私は

基本的に病院の建替えが必要だと考えており

まして、そういった厳しい環境にありますけ

ども、市民の健康を守るため、人口が減って、

高齢化率も20年後には６割を超える、また後

期高齢者も２割から４割に増えるという、誰

も経験したことのない厳しい環境に入ると思

います。それにしっかりとした対応ができる

ような体制として、私は市立病院は必要だと

考えてございますし、しっかり市民の意向を

踏まえながら、建設に向けて努力してまいり

たいと考えております。 

●議長金子義彦君 次に移ります。 

３番齋藤久美夫議員。 

●３番齋藤久美夫議員（登壇） 令和２年第

３回定例会にあたり、大綱２点、自衛隊退職

者の雇用について、及び防災関連について市

長にお聞きいたします。 

まず、大綱１点の自衛隊退職者の雇用関連

であります。 

令和元年の第３回定例会で私は自衛隊の存

続についてお聞きし、美唄駐屯地の維持・拡

充に向けてしっかり要望していくとの市長の

お答えをお聞きいたしましたし、私も微力な

がら尽力してまいると自らの思いを述べさせ

ていただきました。 

また市長は、美唄の自衛隊員は市の各種イ

ベント協力など、地域に密着した活動や市民

との交流を通じて、地域との強い絆を築かれ

ているとともに、隊員やその家族が本市に定
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住し、町内会活動など、様々な地域活動にお

いて深い関わりを持っていることから、地域

コミュニティーや地域経済活動に与える効果

も大きいとの答弁もお聞きいたしました。 

そこで１つ目は、美唄駐屯地が本市に存在

することによる経済的な側面の効果はどのく

らいなのか。また、近年における防衛関連予

算による事業の実績についてお聞きいたしま

す。 

２つ目は、昨年、自衛官の定年退職年齢が

１年引き上げられ、今年から施行されました。

よって、本年の美唄駐屯地の定年退官者はお

りませんが、しかしながら、自衛官の定年年

齢は50歳台半ばであり、一般の会社員等と比

べますと、４歳から５歳若年での退官となる

ことから、その後の生活基盤の安定確保が不

可欠であります。そこで、近年における美唄

駐屯地での退職自衛官の就業動向はどのよう

になっているのかお聞きいたします。 

３つ目は、これら若年定年制自衛官は年間

を通じて退職者が出ているのが現状でありま

す。今後、市において自衛隊の退職者の採用

の予定はあるのか、お聞きいたします。 

次に大綱２点目、防災関連についてお聞き

いたします。 

先月28日に今年度の市の防災訓練を北海道

に台風が上陸することを想定し、北海道職員

の指導のもと、美唄市防災関係機関が一体と

なって円滑な災害対策本部の設置及び機能訓

練、避難者誘導、名簿作成、避難所開設等を

行い、防災関係機関との連携の向上及び市民

等の防災意識の高揚を図ることを目的に実施

され、私も本訓練を研修させていただきまし

た。 

そこで１つ目は、本訓練における主眼・着

眼は何であったのか。また、参加者との意見

交換会もあり、そこで、どのような意見があ

ったのか。そしてさらに、これらの成果分析

をお聞きいたします。 

また、今回の防災訓練において、訓練を支

援していただいた北海道職員の危機対策支援

員の方に私が自衛隊現職間にお会いしたこと

があった方もおりましたので、道庁における

訓練の苦労話なども聞くことができました。

特に、防災講話の中でも話しておられた、道

庁職員の災害対策本部活動に対する意識改革

に５年もかかったこと、対策本部各部署がそ

れぞれの任務を果たすことができるよう、災

害対策本部長の明確な方針の確立が大事であ

る等々を力説され、同じ自衛隊出身としてあ

いつづるものを感じることができました。 

そこで２つ目は、地域防災マネージャー制

度の活用についてであります。 

この制度は平成27年に内閣府政策統括官か

ら、地域防災マネージャー制度の創設につい

て他筆されており、その制度の目的・趣旨は、

防災の専門性を有する部外人材を地方公共団

体の防災機関、または、危機管理官等として

採用を配置するにあたり、必要となる知識、

経験等を有するものを地域防災マネージャー

として証明することで、地方公共団体におけ

る人材確保に資するものであります。また、

防災地域マネージャーを防災担当として自治

体が採用、配置した場合は、その人件費の半

分、これは上限340万円でありますが、特別交

付税の交付対象となるものであり、空知管内

の近隣自治体でも防衛省の実施する防災管理

教育を受講し、かつ災害派遣任務を有する部
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隊等に２年以上勤務経験を持つ自衛隊退職者

を防災担当として採用しておりますので、本

市においても、防災の専門性を有する人材を

確保し、平素には防災計画等の整備及び防災

教育の実施による、市民に対する防災の知識、

意識の向上を図り、ひとたび発生時には道及

び近隣自治体、さらには関係機関との連絡調

整を密にさせ、迅速かつ円滑な防災・減災活

動により、市民の安全・安心のためにも、積

極的な地域防災マネージャーの確保が必要で

はないか、市長にお考えをお聞きいたします。 

●議長金子義彦君 市長。 

●市長板東知文君（登壇） 齋藤議員の質問

にお答えします。 

本市おける経済効果及び防衛関係関連予算

による事業の実績についてでありますが、は

じめに美唄駐屯地があることによる経済的な

側面から把握することができるもので申し上

げますと、直接、市の歳入に関わるものとし

て申し上げますと、令和元年度決算では、市

道民税が5,455万円、地方交付税が約6,000万

円、国有提供施設等所在市町村助成交付金と

国有資産等所在市町村交付金の合計が95万円

となっております。この他、隊員給与等が約

20億円と伺っているところでございます。 

次に、防衛関連予算による事業につきまし

ては、防衛省所管補助事業の補助率について

は、障害防止対策事業で70パーセント、民生

安定施設助成事業で75パーセントとなってお

り、いずれも事業費から補償金額を除いた地

方負担額には、過疎対策事業債を充当してお

り、元利償還金の70パーセントが地方交付税

に算入されることから、市の実質負担率は障

害防止の道路整備事業で約９パーセント、そ

れから民生安定助成の除雪機械整備事業では、

7.5パーセントとなっております。 

事業の実績につきましては、過去５年間の

事業費ベースで申し上げますと、平成27年度

では、西21線改良事業で１億3,424万円。平成

28年度では、同じく西21線改良事業で9,874

万円。そして、ロータリー除雪車及び除雪ド

ーザ購入で5,801万円。平成30年度ではロータ

リー除雪車購入で、4,424万円となっておりま

す。なお、平成29年度及び令和元年度はござ

いせん。 

次に、近年における美唄市での退職自衛官

の雇用の動向についてでありますが、過去３

年間の美唄駐屯地を退職した自衛官の雇用状

況につきましては、平成29年度では６名で、

うち市内の事業所に２名、市外に４名、平成

30年度では11名で、うち市内の事業所に４名、

市外に７名、令和元年では６名で全員が市外

の事業所となっており、就業を希望された全

員が雇用されたと伺っております。 

次に、今後の自衛隊退職者の採用予定につ

いてでありますが、市においては、美唄駐屯

地の援護センターと連携しながら、会計年度

任用職員任用規則に基づき、現在８名の自衛

隊退職者を採用しており、自衛官の持つ技術

や資格などを生かし、防災業務や就労支援相

談員業務、介護業務など、様々な業務に従事

いただいております。現在、市において介護

員などの専門職を中心に人材が不足している

ことなどを踏まえ、自衛隊退職者の状況を見

ながら、必要な人材の確保に努めてまいりた

いと考えております。 

次に、本年度の美唄市防災訓練の主眼・着

眼とそれに対する成果の分析についてであり
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ますが、８月28日に実施した防災訓練につき

ましては、災害時の避難場所開設を想定し、

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

従来とは異なる避難所運営が必要であること

から、感染症予防を見据えた訓練を目的とし

て、自主防災組織や子育て世代女性などの市

民参加のもと、北海道庁危機対策課職員の指

導、ご協力をいただき実施いたしました。防

災訓練を体験した参加者からは、段ボールべ

ッドや間仕切りなどの活用が感染症対策に有

効であるとのご意見をいただいたところであ

り、今後の避難所運営に生かしていきたいと

考えております。 

また、訓練の成果といたしましては、参加

いただいた皆様に、防災の基本である自分の

身は自分で守る意識をもっていただいたほか、

今回の訓練・体験を通して、感染症対策への

理解も深めていただいたものと考えています。

今後も市民の皆さんはもとより、関係機関と

連携を図りながら、安全・安心なまちづくり

を進めてまいります。 

次に、地域防災マネージャー制度の活用に

ついてでありますが、地域防災マネージャー

につきましては、これまで有資格者が少ない

事から、人材の確保にいたっておりませんが、

今後、採用に向けて取り組んで参りたいと考

えております。 

●議長金子義彦君 お諮りいたします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた

したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認め、そのように決定いたし

ました。 

本日はこれをもって延会いたします。 

 

午前１２時０２分 散会 
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